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▲戸籍謄本などの交付は本人確認書類が必要

▲経常収支比率の推移

河野　照代

大辻　裕彦

一

般

質

問

新政会

新政会

登録型本人通知制度導入を

経常収支比率の改善要因は

慎重に検討したい

地方交付税など歳入の増加

枡田理事

三村理事

ここを　  うここを　  う問問町政

▲閑散期の町民プール

▲大中二見線を通る大型車両

松岡　光子

奥田　俊則

一

般

質

問

日本共産党

新政会

町民プールを安全・快適に

車の規制は

改修を総合的に検討する

幹線道路で規制は難しい

教育長

三村理事

問　

泉
南
市
の
プ
ー
ル
で
、

小
１
男
児
が
死
亡
す
る
事
故

が
あ
り
、
監
視
員
の
不
在
が

明
ら
か
に
な
る
。
先
般
利
用

時
に
、
町
民
プ
ー
ル
も
監
視

員
が
２
名
の
と
き
が
あ
り
、

不
安
を
感
じ
る
。
事
故
を
防

ぐ
監
視
員
の
人
数
確
保
と
事

故
後
の
対
策
は
。　

答　

監
視
員
の
配
置
は
、「
プ

ー
ル
の
安
全
標
準
指
針
」
を

参
考
に
施
設
の
規
模
に
見
合

う
十
分
な
数
を
配
置
し
て
い

る
。
事
故
後
、
プ
ー
ル
の
監

視
状
況
を
確
認
し
た
。

問　

建
設
か
ら
33
年
。
改
修

の
予
定
は
。

答　

施
設
・
設
備
も
老
朽
化

し
て
お
り
、今
後
改
修
費
用
、

ラ
ン
ニ
ン
グ
コ
ス
ト
、
利
用

者
の
状
況
を
踏
ま
え
総
合
的

に
検
討
す
る
。

大
気
汚
染
監
視
強
化
を

現
状
の
ま
ま

様
子
を
み
る

枡
田
理
事

問　

昨
年
、神
戸
製
鋼
所（
加

古
川
製
鉄
所
）
の
発
表
で
、

神
鋼
ビ
ル
屋
上
で
測
定
さ
れ

た
降
下
ば
い
じ
ん
量
が
自
主

管
理
目
標
値
を
超
え
た
こ
と

が
明
ら
か
に
な
っ
た
。

　

神
鋼
で
も
対
策
を
し
て
い

る
と
聞
く
が
、
煙
突
か
ら
の

排
出
量
削
減
に
効
果
が
上
が

っ
て
い
な
い
の
で
は
。　

答　

自
主
的
に
公
表
さ
れ
、

設
備
的
な
対
策
も
講
じ
て
い

る
と
聞
い
て
い
る
。

問　

播
磨
町
で
測
定
さ
れ
た

微
小
粒
子
物
質
は
、
環
境
基

準
値
よ
り
高
い
数
値
に
な
っ

て
い
る
。
微
小
粒
子
物
質
の

測
定
を
宮
西
局
で
も
実
施
す

る
考
え
は
。

答　

宮
西
局
に
て
、
浮
遊
粉

塵
、
降
下
ば
い
じ
ん
を
測
定

中
で
あ
り
、
大
き
さ
の
違
い

の
問
題
は
あ
る
が
、
様
子
を

み
て
、
ど
う
し
て
も
と
あ
れ

ば
検
討
す
る
。

問　

住
民
の
不
安
解
消
の
た

め
、
町
道
大
中
二
見
線
の
大

型
車
両
の
規
制
は
。

答　

幹
線
道
路
で
あ
り
、
規

制
は
難
し
い
。
ま
た
都
市
計

画
道
路
で
あ
り
、
歩
道
も
整

備
し
て
い
る
。

問　

地
域
住
民
の
要
望
に
対

す
る
、町
と
し
て
の
対
策
は
。

答　

生
活
道
路
と
違
い
、
幹

線
道
路
は
大
型
車
両
も
通
る

目
的
で
作
っ
た
道
路
で
あ
り
、

規
制
は
で
き
な
い
。

空
地
の
保
全
は

播
磨
町
環
境
保
全

条
例
で
規
定

三
村
理
事

問　

町
有
地
に
雑
草
が
繁
茂

し
て
い
る
管
理
対
策
は
。

答　

年
二
回
を
原
則
に
シ
ル

バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
な
ど
に

委
託
し
て
い
る
。

問　

私
有
地
の
管
理
対
策
は
。

答　

近
隣
か
ら
苦
情
が
あ
れ

ば
現
地
調
査
の
上
、
土
地
な

ど
を
管
理
す
る
方
に
、
必
要

な
改
善
を
文
書
で
勧
告
し
対

応
し
て
い
る
。

問　

国
・
県
有
地
の
管
理
対

策
と
管
理
体
制
は
。

答　

住
民
か
ら
の
要
望
が
あ

れ
ば
、
国
・
県
へ
連
絡
の
中

継
を
し
て
お
り
、
対
応
グ
ル

ー
プ
を
検
討
し
て
い
く
。

職
員
の
健
康
確
保
対
策
は

定
期
健
康
診
断
を

実
施

三
村
理
事

問　

疾
病
の
早
期
発
見
と
予

防
の
た
め
の
健
康
診
断
は
。

答　

年
に
一
回
実
施
し
て
、

１
０
０
％
受
診
で
あ
る
。

問　

健
康
診
断
実
施
後
の
処

置
、
診
断
結
果
の
扱
い
は
。

答　

要
精
密
検
査
や
要
治
療

で
あ
っ
た
者
に
は
再
受
診
さ

せ
、
そ
の
結
果
を
報
告
さ
せ

る
よ
う
に
し
て
い
る
。

問　

自
分
自
身
の
戸
籍
謄
本

な
ど
が
、
第
三
者
に
発
行
さ

れ
た
場
合
、
い
つ
・
誰
に
・

な
ぜ
発
行
さ
れ
た
の
か
を
知

る
権
利
が
あ
る
と
考
え
る
。

　

戸
籍
謄
本
な
ど
が
代
理
人

や
第
三
者
に
交
付
さ
れ
た
時

に
事
前
に
登
録
し
た
住
民
に

通
知
す
る
「
登
録
型
本
人
通

知
制
度
」
を
、
早
急
に
制
定

す
る
べ
き
と
考
え
る
が
。

答　

平
成
20
年
５
月
よ
り
、

関
連
す
る
法
整
備
が
さ
れ
、

本
人
確
認
の
厳
格
化
・
適
正

な
運
用
で
、
不
正
な
請
求
は

少
な
く
な
る
と
考
え
る
が
、

住
民
の
要
望
、
近
隣
市
町
の

動
向
な
ど
を
考
慮
し
て
、
慎

重
に
検
討
し
た
い
。

信
用
失
墜
行
為
へ
の
責
任
は

私
生
活
上
の
監
督

責
任
は
な
い

教
育
長

問　

職
員
の
酒
気
帯
び
運
転

に
よ
る
不
祥
事
で
、
部
下
の

職
員
が
懲
戒
処
分
を
受
け
た

場
合
の
任
命
責
任
、
指
導
監

督
責
任
に
つ
い
て
ど
う
あ
る

べ
き
か
を
問
う
。

答　

任
命
・
指
導
監
督
の
責

任
は
、
部
下
の
職
務
遂
行
や

職
場
秩
序
の
維
持
に
対
す
る

も
の
で
、
私
生
活
上
の
行
為

に
対
し
て
ま
で
及
ぶ
も
の
で

は
な
く
、
義
務
不
履
行
は
あ

り
得
ず
、
責
任
を
負
う
も
の

で
は
な
い
と
考
え
る
。

特
別
支
援
学
校
別
館
の

使
用
は

文
書
で
の

使
用
許
可
は
一
部

三
村
理
事

問　

こ
の
施
設
使
用
は
特
別

支
援
学
校
長
の
許
可
が
必
要

か
、
そ
の
内
容
は
。

答　

学
校
長
の
許
可
書
で
は
、

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
室
の
み
で
、

他
の
部
分
は
文
書
で
の
許
可

は
交
し
て
い
な
い
が
、
施
設

全
体
を
使
用
し
て
い
る
。

問　

平
成
21
年
度
99
・
１
％

で
あ
っ
た
経
常
収
支
比
率

が
、
平
成
22
年
度
に
は
82
・

８
％
に
な
っ
て
い
る
。
経
常

収
入
・
経
常
経
費
が
ど
の
よ

う
に
変
わ
っ
た
の
か
。

答　

収
入
は
普
通
交
付
税
の

１
９
１
・
０
％
増
、
臨
時
財

政
対
策
債
の
72
・
９
％
増
が

主
な
も
の
で
、
経
費
は
医
療

費
や
介
護
費
が
年
々
増
加
し

て
い
る
が
、
給
与
改
定
、
借

金
の
返
済
終
了
分
な
ど
で

０
・
６
％
減
と
な
っ
て
い
る
。

問　

今
後
の
財
政
健
全
化
は
。

答　

行
政
改
革
の
推
進
な
ど

の
努
力
は
可
能
で
あ
る
が
、

扶
助
費
の
削
減
は
町
の
努
力

で
は
難
し
い
。
町
税
な
ど
主

要
な
歳
入
の
増
加
が
見
込
め

な
い
状
況
下
で
は
、
歳
出
の

抑
制
が
必
要
で
あ
る
。

問　

来
年
度
以
降
の
経
常
収

支
比
率
の
展
望
は
。

答　

経
費
の
削
減
対
策
は
必

要
で
あ
る
が
、
景
気
が
回
復

す
れ
ば
増
収
が
見
込
ま
れ
、

好
転
す
る
と
思
わ
れ
る
。

中
学
校
給
食
の
生
徒
と
教
師

の
時
間
的
余
裕
は

昼
休
み
の
延
長
な
ど

で
対
応

教
育
長

問　

中
学
校
給
食
の
現
状
に

つ
い
て
た
だ
す
。
生
徒
と
教

師
の
時
間
的
余
裕
を
生
み
出

す
取
り
組
み
は
。

答　

給
食
準
備
コ
ン
ク
ー
ル

を
し
た
り
昼
休
み
を
延
長
し

た
り
し
な
が
ら
職
員
会
な
ど

で
検
討
。

問　

残
食
減
少
へ
の
取
り
組

み
は
。

答　

指
導
の
徹
底
を
目
指
し

た
取
り
組
み
を
続
け
て
い
る
。

問　

朝
食
を
食
べ
な
い
生
徒

の
数
と
そ
の
理
由
、指
導
は
。

答　

両
中
学
校
で
40
名
い
る
。

理
由
は
さ
ま
ざ
ま
で
、
指
導

を
続
け
て
い
く
。

（％）


